筆記課題
筆記課題
「機械基本作業（測定、冶工具仕上げ）」
	注意事項
１．　制限時間

　　

５０分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）電卓の使用は許可しますが、携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。




課題１

次の1～20の問について、文章が正しい場合は○、誤りがある場合は×を解答用紙に記入しなさい。

1. 長さ100mmの鋼が1℃の温度変化があった場合，長さは約1μm変化する。

2. 目盛り線に対して斜めから目盛りを読むと視差を生ずるので，常に測定器のクランプ機能を利用して測定器を目の前に持ってきてから目盛りを読む。

3. シリンダゲージは直接測定器であり，単独での長さ測定が可能である。

4. 直接測定とは、ノギスやマイクロメータ等で実際の寸法を測定する方法である。
5. 穴用の限界ゲージで検査を行った場合、止まり側が不合格の場合は手直しができない。
6. ブロックゲージは、測定が終わった後すぐ密着を取り外し、防錆油を塗布後格納する。
7. 外側マイクロメータの測定面の平面度は、オプチカルフラットを用いて検査する。
8. ノギスのデプスバーは、一般に内径を測定する時に使われる。
9. 20mmのブロックゲージを測定すると20.02mmと読みが出るマイクロメータで丸棒を測定して20.98mmと測定された場合、この丸棒の実寸法は20.96mmである。
10. 外側マイクロメータのラチェットは、マイクロメータの目盛を固定する為のものである。
11. ノギスは、外側マイクロメータに対してほぼ２倍の総合誤差を持つ。
12. 外側マイクロメータはアッベの原理を満足していない計器である。
13. ノギスには、必ずデプスバーがついている。
14. 定期的に精度検査を行っている外側マイクロメータは0点調整を省いてもよい。
15. 0～25㎜の外側マイクロメータを格納するときは、ゴミが入らないように両側面を密着させる。
16. 3点式マイクロメータによる内径測定においては、最も大きな値になるところを探すと正確な値が読み取れる。
17. １㎛とは、0.01㎜である。
18. ノギスの目盛で、本尺の19㎜を副尺で20等分している場合の最小読み取り値は0.05㎜である
19. ダイヤルゲージは、スピンドルを押し込むときに長針が時計方向に回転する。
20. ハイトゲージは、高さの測定やけがきに使用される。
課題２

次に示すノギスの目盛を読み、寸法数値を解答用紙に記入しなさい。
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課題３
次に示す外側マイクロメータの目盛を読み、寸法数値を解答用紙に記入しなさい。
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解答用紙
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